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４
）
年 

共
通
テ
ス
ト
追
試
『
激
書
』 

次
の
文
章
は
、
明
代
末
期
か
ら
清
代
初
期
の
思
想
家
で
あ
る
賀 が

貽 い

孫 そ
ん

が
著
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

禿 と
く

翁 お
う
ハ

好
 

ム

レ

大

 

ヲ

者
也
。 

禿
翁
は
、
雄
大
で
あ
る
こ
と
を
好
む
者
で
あ
っ
た
。 

其

 

ノ

言

 

ニ

曰

 

ハ
ク

、
「
余
家

 
ス

二

泉
海

 

ニ

一

。 

彼
の
言
葉
に
あ
る
こ
と
に
は
、
「
私
は
福
建
省
泉
州
の
海
辺
に
暮
ら
し
て
い
た
。 

海
魚
入

 

ル
ニ

レ

港

 

ニ

、
潮
退

 

キ
テ

而
ア

不 ざ
ル

レ

能 あ
た
ハ

レ

去 さ
ル
コ
ト

也 な
り

。 

（
と
あ
る
）
海
魚
が
入
り
江
に
入
っ
た
と
こ
ろ
、
潮
が
引
い
て
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。 

集

 

メ

二

数
百
人

 

ヲ

一

、
持

 

チ

二

斧

 

ふ

斤 き
ん
ヲ

一

升 の
ぼ
リ
テ

レ

梯 は
し
ご
ヲ

登

 

リ

二

魚
背

 

ニ

一

、 

数
百
人
を
集
め
、
お
の
を
持
っ
て
、
は
し
ご
で
の
ぼ
っ
て
魚
の
背
に
の
ぼ
り
、 

斫
し
や
く

割 か
つ
シ
テ

連

 

ヌ
ル
モ

二

数
百
石

 

ヲ

一

、
魚
故 も

と
ヨ
リ

無

 

シ

レ

害 そ
こ
な
ハ
ル
ル

。 

切
り
取
っ
て
数
百
石
も
列
を
な
し
て
も
、
魚
は
依
然
と
し
て
、
損
害
が
無
い
（
様
子
だ
）
。 

須 し
ゆ

臾 ゆ
ニ
シ
テ

潮
至

 

レ
バ

、
翻

 

シ

レ

身

 

ヲ

揺

 

ラ
シ

レ

尾

 

ヲ

、
悠 ゆ

う

然 ぜ
ん
ト
シ
テ

而
逝 ゆ

ケ
リ

。 

し
ば
ら
く
し
て
、
潮
が
満
ち
て
き
て
（
魚
の
場
所
ま
で
）
到
達
す
る
と
、
身
を
ひ
る
が
え
し
て 

尾
を
揺
ら
し
、
ゆ
っ
た
り
と
落
ち
着
い
た
様
子
で
（≒

超
然
と
し
て
意
に
介
さ
ず
）
去
っ
た
。 

以 お
も

為 へ
ラ
ク

魚
之
大

 

ナ
ル

者
イ

莫 な
シ

レ

過 す
ギ
タ
ル
ハ

レ

此 こ
れ
ヨ
リ

矣
。 

思
う
に
、
魚
で
大
き
い
も
の
は
、
こ
れ
以
上
の
も
の
は
な
い
。 

Ａ

豪
傑
之
士

 

モ

亦 ま
タ

若 ご
と
キ

二

是

 

ノ

魚

 

ノ

一

而
已
矣

 
 

の
み 

ト

。
」 

豪
傑
の
士
も
同
様
に
、
こ
の
魚
の
よ
う
（
に
雄
大
）
で
あ
る
だ
け
だ
」
と
。 



 
嗟
乎

あ

あ

、
禿
翁

 

ハ

則 す
な
は
チ

誠 ま
こ
と
ニ

豪 ご
う

傑 け
つ

也 な
り

。 
あ
あ
、
禿
翁
こ
そ
、
本
当
に
豪
傑
で
あ
る
。 

然 し
か
ル
ニ

徒
 

た
ダ

知 し
ル
ノ
ミ
ニ
シ
テ

二

豪
傑
之
能

 

よ
ク

為 た
ル
ヲ

一
レ

大
、 

し
か
し
、
た
だ
豪
傑
が
雄
大
で
い
ら
れ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
だ
け
で
、 

而
不

 

ざ
ル

レ

知 し
ラ

二

聖
賢
之
能

 
よ
ク

不 ざ
ル
ヲ

一
レ

為 た
ラ

レ

大
也 な

り

。 

優
れ
た
徳
を
そ
な
え
た
人
物
が
雄
大
以
外
に
も
な
れ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
の
だ
。 

Ｂ

不 ざ
ラ
ン
ヤ

レ

観 み

二

之

 

ヲ

竜

 

ニ

一

乎
。 

こ
の
こ
と
（
＝
雄
大
以
外
に
な
れ
る
、
聖
賢
の
あ
り
方
）
は
、
竜
の
あ
り
方
に
見
て
な
い
だ
ろ
う

か
、
い
や
、
見
て
と
れ
る
で
は
な
い
か
。 

及 お
よ
ブ

二

其

 

そ
ノ

化 か
ス
ル
ニ

一

也 や

、
時 と

き
ニ

為

 

な
リ

レ

人

 

ト

焉
、
時

 

ニ

為
 

な
リ

レ

虫

 

ト

焉
、 

そ
れ
（
＝
竜
）
が
変
化

へ

ん

げ

す
る
対
象
は
、
時
に
は
人
間
に
な
り
、
時
に
は
虫
に
な
り
、 

時

 

ニ

飄 た
だ
よ
ヒ
テ
ハ

為

 

な
リ

レ

葉

 

ト

焉
、
時

 

ニ

擲 な
げ
う
タ
レ
テ
ハ

為

 

な
ル

レ

梭 ひ
ト

焉
。 

時
に
は
（
ゆ
ら
ゆ
ら
と
）
漂
う
葉
っ
ぱ
と
な
り
、 

時
に
は
投
げ
撃
た
れ
（
素
早
く
動
く
）
機
織
り
の
道
具
と
な
る
。 

Ⅰ

彼

自
お
の
づ
か
ラ

有 あ
ル
ニ

下

所 ゆ
ゑ

二

以 ん
ノ

為

 

リ

レ

大
為

 

リ

レ

小
、
為

 

リ

レ

卷 け
ん

為

 

リ
一
レ

舒 じ
よ

者
上

、 

彼
（
＝
竜
）
が
自
在
に
大
き
く
な
っ
た
り
小
さ
く
な
っ
た
り
、
と
ぐ
ろ
を
巻
い
た
り
解
い
た
り

（
様
々
に
変
化
）
す
る
の
は
理
由
が
あ
る
の
に
、 

而
Ⅱ

人
乃

 

チ

以

 

テ

二

区
区

 

タ
ル

小
大
之
形
、
瑣

 

さ

瑣 さ
タ
ル

卷
舒

け
ん
じ
よ

之
状

 

ヲ

一

求

 

ム

レ

之

 

ヲ

。 

平
凡
な
人
々
は
、
な
ん
て
小
さ
く
て
取
る
に
足
ら
な
い
大
小
の
形
や
、
些
末
な
、
巻
い
て
わ
だ
か

ま
っ
て
い
た
り
、
解
い
て
体
を
の
ば
し
た
り
の
状
態
で
こ
れ
（
＝
人
物
判
断
）
を
追
究
す
る
。 



Ｃ

是
 

こ
レ

豈

 

あ
ニ

知 し
ラ
ン
ヤ

二

竜
之 の

為 た
ル
ヲ

一
レ

竜
哉
。 

こ
れ
は
ど
う
し
て
竜
の
竜
た
る
ゆ
え
ん
（≒

理
由
）
を
理
解
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
、
い
や
理
解 

し
て
い
な
い
は
ず
だ
。 

禿
翁
惟

 

こ
レ

其
 

そ
ノ

欲 ほ
つ
ス

レ

為 た
ラ
ン
ト

二

泉
海
之
魚
一

。 

禿
翁
は
泉
海
（
＝
福
建
省
泉
州
）
の
大
魚
（
の
よ
う
に
雄
大
）
に
な
ろ
う
と
望
ん
だ
。 

ウ

是 こ
こ
ヲ

以 も
つ
テ

攖 ふ
レ
テ

レ

禍 わ
ざ
は
ヒ
ニ

而
不 ず

レ

寧 や
す
カ
ラ

。 

こ
れ
が
原
因
で
、
禍
（≒

思
う
に
任
せ
な
い
状
況
）
に
陥
っ
て
、
（
人
々
か
ら
攻
撃
さ
れ
、
） 

安
寧
し
な
い
（
で
獄
死
し
た
）
。 

Ｄ

使 し
メ
バ

二

禿
翁

 

ヲ
シ
テ

不

 

シ
テ

レ

為

 

ラ

レ

魚
而
為

 

ラ
一
レ

竜
、 

（
仮
に
）
禿
翁
が
大
魚
（
の
よ
う
に
単
に
雄
大
）
で
は
な
く
、
竜
（
の
よ
う
に
一
定
し
た
あ
り
方

に
と
ら
わ
れ
な
い
自
在
な
境
地
）
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、 

世
人
安 い

づ
ク
ン
ゾ

得 え
テ

而
禍 わ

ざ
は
ヒ
セ
ン

レ

之

 

ニ

也 や

哉
。 

世
の
人
々
は
ど
う
し
て
（
彼
に
）
危
害
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
か
、
い
や
、
で
き
な
か

っ
た
は
ず
だ
。 


